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朝鮮忠清北道三徳重イ1沖水鉛鑛床に就いて

石 橋 正 央

圏　版 14

　　　　（昭和鷺Bl三董21｝23躍ξ受理）

（北海道帝國大繭理學郊地質學鑛物學教室業績第362號）
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　三徳三山は恵溝北道一山郡上茗面水安イ轡拾腺の附近にあり，忠州線終騨の忠州邑よ

り構方約21粁Z）地黒措こ位置する。本鑛出は前大職當li寺門鑛床の露頭附近より重石鑛を

探取したが，その後一・時休山し疫Q最近に至り再び操右転を開始したが，近年朝鮮鍍業

振興會献の経螢するところとな夢，專ら水鉛鋤の探掘にlii專じた鑛μ1であった。

　筆者は重石鑛床の研究の爲に渡鮮した折，昭和i9年4月下旬機愈を得て，同鍵床を

調査した。調査の口的は：重石鑛と水鉛鋤との共生歌態を知る黙にあった。然し乍ら，

本鑛床はそれド1身の暫三脚は極めて輩調であり，且叉現在の探掘現場には殆ど水鉛鑛の

みを産する個所であった爲，重石鑛及びフk鉛鑛の直接の關係を示す野外事實は寧ろ乏

しかったが，鑓床の母岩の憂化1こは極めて興味ある事實を知ゆ得た。ことに：それらの

事實を記！，大方諸賢の御批朝を願ふ次弟である、，

　稿を草す、るに欝り，調査に就いて種々の御便宜を賜った元朝鮮緻督府地質調査所立

北海癒帝國大甕理恥部紀要白墨類，簾8號，第1霧，5－30頁，（1948）
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　　輔鮮麟渕〔適富山郡上竈面末安璽三徳鉱山子鼠堂麹賛團

　　　　　薦儀O磁◎藍鋪A驚罫脳翼．S離丁猟u礫瞬露丁∀◎3熱

　　　　　　　　　　　　　　第　　／　圖
ぎ｛二所長，む務課特受認ξ砦課笠井技lr｝7元朝鮮釧業手長興織綾＝天野・潮本杉｝自認蛎並に三

徳鍵山所長女台め所員各位に劃して，尚叉終無籍指導を：賜った塗1ヤ木勃原ilr蒲教授に深く

感謝の意を表する」．爾本＝調査、こ要1．．た農用の一部は∫漸・1轍、」欺～弟56小2書邑會の補助に

依るものである，こxに記し鳩1手1意を熱する。

荘．地質及鑛床

a．一般地質

　本地域には，第／圖に示す如く　略々北凌車一｝乎拷酉の烹炊に走る騰原審（或はJl

鮮系）の粘1反岩，工墨順・及びイ灰三等の集／蔀£嚢達する。地域の東南方にはこれ等の堆

積回暦を貫く所謂鳶足・続の花崩∴．f火灰勧演範i諏亘って玉拙してるる紳1」して

本地域の羽振三冠は火戊濠の員1入に基く襲域作用を受け，種々な程度にま質してみ

るQ叉丁々にこの火成経動に｛孚って駒戎せられた諸麓の輩長物鍍床が散在し，本鉱床も

亦それ等の蜻床の一つであろ、、

　本鑛床附近には多少共変質，た所謂粘f反岩磨が主と1て獲達［，火賊岩ξしては花
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嵩閃線岩質斑岩腋が鋏床の北酋方に小焼1莫に獲達して居るQ

　漿粘粘1κ岩潜は箪斜｝∫1勺構造を威し，．般走｝i㍉1は北々東一南々西で，東側30。に乃翌

｛ξ随の額斜を示して居観圭1嘔の中央に小罪1野洲晒に横断し，地域研自評と北町と

では多少走向及び穣斜を異1こする．即ち地域の北三部重こ於て，轡型粘｝友岩暦は地域の

西．側で走向N3｛）。E，傾斜30。S£であるが，東側に移るに從って走両はN50竃，更に

N40GEと帰化し，綴斜は漸次急斜1．．て，終には略々直立する。地域の液傘部の西側で

は走向N30囎，頬斜60。＄Eであり，東方に移るに撃ってN109～0。Fと攣化し．，傾

斜も漸次急斜して殆ど一能直になるコ

　職質粘板岩縫は種々岩婁1漣異にする攣質粘板岩を主膿とし，小規摸な石次岩及び千

枚岩の薄雪及び輝線鞍置身ミを被む。憂硬板寿「｝督は肉；1艮町特徴に依って粘板：岩麿（A岩

屠），ホルンフェルス層（葺う二な雪1一．．1；・チ）とに剛肛．得る。ホルンフェルス腕ま顯徴鏡PFの特

徴から更に2岩群（M，N岩壁）に撃つことが出來る、特質増税器層のこの閥係とそ

れ、を構挿する岩石の種類とを示せば次の如くである、

A．岩磨：粘板岩癬・ ・添紋墓青石黒雲母粘阪岩
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黙紋菓青石黒雲母ホルンフェルス

u攣　輝　線　岩

滋圭敵ビニ石黒雲母ホルンフェルス

絹雲母黒雲絢：石1ウ萎ホルンフェルス

千　　枚　　岩

片歌品質石荻岩

攣　輝　線　岩

　　　　　病ミ）

　粘坂欝屏（A：￥L麟）1改地域∠）西北に嚢達し，本丁癬は攣成度の極めて低い贋理の明

瞭な黒色の鰹｛紋！li蒲田黒雲母粘ぜ雄はり至る。ホルンフェルス／野チ（B岩層）は地域の

巾央及び東鯛に護達し．，暗紫色，瘡理比較的不明瞭な黙紋｝lli清石黒雲母ホノレンフエル

スを主膿とし，やN砂質乃至珪質粘飯1雪避の絹雲母黒雲母石英ホルンフェルス，1書灰

色片欣晶質石荻＝￥÷，黒色縛二伸岩及び讐輝線澱々llミ等の薄／il依挾む。本ホルンフェルス

暦（．i桝方）中Mな1｝帯とせる搾乳のホルンフェルス中の華青イ1蝕卵形，比較的1｛∫結晶

度が高いが，1詩題の黙紋挿管石黒ヨ溜り呼値＝岩（Aコ字÷騰）に接する側に即すくと，その

再結晶度が低くなり，卵形冷遇イ費二）外：形が不明瞭になる。これに些し，N岩・帯とせる

部分のホルンフェルスは一一一帯に絹雲想＝化せられて居り，菓青石はビ嘉石…プラシオル
ゆう

石に膠化し，叉基質の部分にも絹雲周二の配力珪ヒ較的多量となるQ鑛床は本醤岩帯1二｝4に

胚胎せられて居る。

　火成岩としては，地匿の西北部に花爾閃線岩寡重斑1岩が岩床歌に劉i紋董：青石黒雲母粘

板岩を貫き，とれに接調攣成作用を及1ま・してみる。本岩床は所謂沸吟唱統の火成活動

の所産とされて居るΩ叉ホルンフェルス中に屡々認められる小規摸な輝緑岩岩床は前

者よりも古V・時代のものであっ鴫ネルンフ罵ルス化と同じ攣成作用を蒙抄，構減鑛
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物は黒雲母化，汚起石化乃至透角閃石化せられて居る。

　　　　　　　　　　　　　　　b．　鵯床ζ蒙）概要

　承安緩濃泉の朗々西約δ00米のととろに三徳1山事務∴1腔）ある築磯と【呼ぶ小部落が

ある。編洞つ用に高距500米（比誘31）0米、程度の一一・小山茂が湾北に走るQ雰務所の

南方1粁とのill稜の頂に近い朝露斜面r二に．日向略々南二｛ヒの水鉛嘱脹があり，こ：れを三

徳鉱床と呼ぶ縣：一1芸慰霊の走向延長上，北方約800米を距てい・断郊があり，とれを

龍頭鑛床と呼ぶ。盛事に該山稜の來斜面中腹に三徳鉱肩二と軍行ずる大谷髪床がある。

三徳鑛山は帽査嘗時との3釣苓より域って居だ。然1當時大谷及び乱頭舞1葦床は探鋳

中であって，封鱗は三三徳鑛床1ぐ於てのみ行はれて居た。3移駐は略々同一イノ1三質のもの

であって紬雲母化せられだホルンフェルス（B岩ノ．樹岩蔵1∫）1・1・1に生成せられたる輝水

鉛鑛・石英脹鑛庫である。而して3鋏盤ほ次の如き一．殻的共通’1雪三を示して居るQ

1）3鋤　黙各2主要鐸1祉こ叙ζ亭隠せる多数の・」・鵬洋劫なる。層撒群は三徳

鑛床に於て・著しい。

2）2主要腋は夫々分岐し，或は接合する。且叉腋巾の膨縮は可成り著しい。　（脈巾

は30糎乃至5（〉糎）

3）鑛脈z）走向睡ド斜！よ部分的にホルンフエル・屠のκ則巨に峯行ずるが，～磯的に

は鋤臆N8に延長し，拠って一旗N30。～6。。E飼・ルンフエルス癬とは斜心月ズ居

る。

4）離石であ顧　水鉛鑛は鱗片歌乃董’韓花1伏を成し，脈肌に或は脈1凪近V・部分嶋存し，

．1．i．つ局部的に1些1野£して産する穆1崩が強V・Q

5）随俘湖盆の丁．灘及び二きだ碍の一遁少も蜥マンガン立石の外には，極めで少．，1：の

黄鐵鑛・～心月購・白雲ずヨ・，i菱銭歳及び線泥石等が伸はれて溢ヨ．．，顯1｝垣的に燐友石が

面する。

C　造豚鑛物の産欺

　鐵マンガン細石を俘ふ輝かく鉛鉱石英脹以外1£これふ成因的に關｝際ある脈として，鐵

マンガン重石を整縦な婦＝轍鉛・．嗣く，硫でヒ笥永，炭戯：、r．1、物潤む顯纐，．的なぞf英微

肱，硫／l二鑛仁肱，多こ酸；1：、．物証肱，’；1氣孝．1微肱等が認められろ。次1？．これ等し腺の造

出鑛物の性質に就いて述べる。但し徽似歪再訂肱に就V・ては母若の時化の項に於て後

に述べる。

1）輝承鉛鑛は現在主II要な負ヂ1であって，騒々前述（4）の如き産謡講示すQ主要四

魔の：如く他の直物をも俘ぷ肱に於ても，）耳承鉛鉦は石英以外の冠物と直接するととは

極．めて稀である。主要肱以外のll∵水許麟『厩）細灰さは石；鄭ヌ外に共存する錠物は殆と無

く，吏に微臣になるにつれ孝1英すら肉賑的には認彪得なくなるQおノk拳玉：は富鋼曹｝1に：

於てのみ全く不規則、こ豆永中に隼って居るが，他は…般み肱・購騨｛1或は一一：方の側に肱肌

に接して壷し，時に鰍肌よりや瓦離れ詠肌に李蓋して規則IEL、く醜列＿て居るQ斯隊

な部分を顯微現下に棲すれば，この輝水鉛缶と繭眼的肱壁との閥の石英豚の一部と見
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緻れ7部分は緯君の：筈しく姥化せられ，石英以外の他の鑛物は溶解し甕られ，豚の一

部を構域するに至ったものであ㍑とが示されて居るととがある。或は丸豚の…方

の側の豚肌に辞綴する1｛承鉛敢が河次脈を奈｝交して反1封の側に移ることがある。斯様

な邦分を槍按すれば，輝水蛤頭の黒占タIしこ依って石英が破碑せられて居るものが認めら

れる。1ヌ水遺題iは極めて稀であるが黄銭∫1三或は織マンガン重石と共生するととがあ

る。斯様な場合洞董水江簸は銭マンガン重石と接する部分に於てこれを僅かズドら交代し「

て居る。他方療鐵鎮は）1・iワ」確1｝鎧に交代せられるか，或は交代して居るQ

2）鐵マンガン重石は三齢1騨の2主要脈（特に第1肱）中に少薫黒色板拶こ結擁とし

て肱中に黒占在して1弄する。射ってその豚の露：頭部に多妻｝：に：塵したと樗せられては居る

が，實際の量の程度は戦く不明である。銭マンガン重石は箪猫に石英中に藤すること

もあり，叉白雲母，時に硫化頭を搾って産することもある。然〔、輝早撃鑛と共生する

場合は極めて稀である。　覧マンガン重石が石英を破陣して居るものも認めないQ輝水

鉛鑛と共生する石英は上罐＼的轡振盃1勇であるのに反し，鐵マンガン重石と共生する石

；爽；は可威り粗卑で乳白色結界明な感を輿へるQ

3）硫化錆として主なものは費鐵鎧で，少量の黄玉∫ノ及び糎娼．垂合鑛が共存するQ硫化

鑛は屡々ド狭窄乏共に銭マンガン重石ど共存する外，輝ノk鉛鋏を鳶しない三分にや製

多量に産することがあり，叉三舞の硫化釧肱を威して石英二及び茨酸rプ物と共生して

居る。多く酸顯博物の樹心：と共生する硫化ニノ，・，はそれ等を含む石英豚を孝i皮陣する不規則な

豚朕｛iであるごとが時に：認められるQ

4）目芸母は緊々に集合して野中1で，特に；ヂ芙が粗粒な郡分に多く産するが，肱肌に：

暦を成して廃するととは奈くなV・。白票餌ま時に硫化鑛と3≒生し鐵マンガン耳石とも

共生するQ：或は稀に燐力（石を絆。きととが捷）る。

5）；炭酸！瀧博物は主1で硫化鍍，輝7k釘叢，白雲母等と少重潔’するQ豚の晶洞中に稀に

菱鐵鑛が認められることがある。

　以上の：如く本浜床の薄∫脹鉱物はその種類に乏しく，叉石；英，輝水鉛鑛以外のものは

量も少い・而も各葦：1肋は石≡畑榊に軍獄漕1することが多く，燈賑鋤勿絹互の關係を

知る学事は寧ろ少い。今鈷脹1’r1．物夫々の杜ijに認められ允共生慌係から，釘訂永中に方全て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成因的に直灘聯ある鮎σ・こ就いて紐合せを作つ噺うけば，次の4組が得られる訂rσ

して・各平物紺合せ1｛｛「1互に生壁の前後即ち帯化時期の順序が認、めらるのであるQ常時物

の組合せ各・々の中に：も可下り一．・聴し）セ∫li物の～k域順序が認められ得る。それ等の声域

の順序を示せ・ば次の如くで・あるQ

　L石莫，銭マンガン重石，華腰桟畔織鍍1雌ll鵬燐友石
　2．イ∫英，黄鉄≦1」i，輝水鉛鑛

　3．ると，．蚕銭鐸i，黄銅i，輝蒼鉛言’」，紬雲母，笈酸撫晒物

　4，石英，黄銅鑛，黄鐵癩，炭酸監頭物「，緑泥石
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期，舞 器

a．門門の性質

　本地歴に獲達する岩石を王述の如く淵詐及端rl捌にしたが，それ等の各々部面に認

められる岩石の種類には次ゆ如きものンう遊）る。

　A岩　　　／軽　無配乱調1ゴ石黒雲母粘抜イを

｝瑞暦M岩帯聯蝿悔f親、爵母ホルンフェルス，襲輝緕岩

B回暦Nダ請黙紋虜石黒ユ簿ホルンフエ・以，、！：、＿1ヲ・r・1英ホ・ゆフエルス，

　　　　　　　千枚岩，E精油イ汐（器，憂輝線＝岩

D滋強篁青イ1黒雲母弾痕岩

　　　　　　　第2　圖
黒￥紋E青石黒憂母粘｛諾’（呂Potte⊂1　COrdierl亡e　biotite

slate）（S・400）×15

録ゼ歌声晶は…【暗雛訂，μ嚥。分泌石英職こ浩ひ焦芸母

が形成して居る。葉眉繭は証状物の密集した醒列に

依って示される。

　本岩は地墨の北西部に獲達し

、岩飛rを構域するQ居石は葉瞬

面に依り片1伏の著しく明瞭な，

黒色やN光澤のある細石であ

るQ単券而ほ新生せる董青｝1の

黙紋に依り細かく彼波歌を示し

て居る。諒紋滝下に槻察すれば，

本紀：｝は斑歌構造を示し，董青石

，工、蓑母，石；英，糸l」雲愚，紘泥石

及び原題屑鎧物℃ある電碑石，

ジルコン，チタンを｝穣及び他の

塵款物よりなる。岩・『行は全巻と

1て未だ充分に豊成作用に基く

再ポ晶作用或は新生作用に依る

現地生組物より構成せられす，

早舞の原群塊鉱1閃が指導して居

る。生月（：葉眉面を：明瞭ならしめ

る零のは不純な塵歌物であって

準行1し配列し縞厭構造を域して

みる。この縞歌膿は新生せる篁

青石の斑晶を取臼みて擁曲し，

或は菓青イ1中に於て不i卿右となって浩失したりするQ斑献ま卵形菓青石の胚品（Nas一

⊂ellt　crystaDで，樫L5粍，結ri臼彩を示さす，不純物を多＝｛二に：含む。黒雲母は微片と

して基質中、こ散在する外，誌面作用£依りて本岩中に生じた分泌石英1遡暴風ぴに生

じ，或はチタン鍼1…粒を取目んで形威せられて居る。黒雲母の外，石英，糺雲母，線

泥石，電氣石，チタン飾．霞，ジルコン及び塵歌物の細繊・1物が本尉の基質を構成して

居る。本器はその性質から本地廣に於て最低の熱線成度を示す岩石であ歓、
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量i）蜀紋青～臼1甲塞ljホノむンノ∴ルペ

　　兀織観き斑鳶∫滋；＝㍉で鷲」

　　　　謡叢影ジ

　　　　　　　筋　3　固
1戸占紋吊［｛」有rl広IJ’・ルンノユル入（sP磁ed（・重（｛・e・曲

blotlte　h｛｝μ≧fc1～）（S　403）x15

争肯イ韮ほ蘇｝駄キなすり｝1㌃の胚晶＝ある。黒宍IJほ計

にチタン筑凱復び分泌イびへ販に消帳して坐して居る

一一 P1一

三郎は不唯物少く～1｝明でみる身黒歯観ま1，！「乏月と1て基質中に散在して：居うが，

常にチタン加齢を羽屓んでξkじて居るQ但1董青イ1中のチタン蝕楓の周1亭1には斯様な

黒雲母の域生が強められたいQ叉黒’』1ザd、斐画質／llに基く分泌だ英学脈に階ふてメ1三じ

て厄猷、frlげタ増：地，亀甑右，ノル」ン偲か原辞屑夕愛晶と1て存在し，ジルコンは黒

雲周に多色’li：を爽へて居っ。本1・襲1は品ラ♪的潭・，ゴ七青石の璃駄複コlllの三和な贔分，或は石

英に富む二分／なに移換メ・5。丞ち「1は焔造，城分簸物薇及びその綿品度から前述の三枚

：岩と同の源眉より由昧セるも，一・λ、津蟹峡度か高ゐられたものと見寄されろ。

iii）野曜紋ヒ錦了f澱雲母」くノ1ノノコ『ルス

　木岩イ1は8岩層：N牙倍｛立代賭するものであって，暗赤下色，月即ぺ八吐瞭な岩イ1で

あウ，肉眼rl勺に前連の聖・｝紋・∵・甫令しじ雲卜1・1・ルンフエルスと庭別し難いQ然1直接比岐

すれは，脳死はやN淡色で，iメ1歌襲1晶か1玩瞭こなって房る。槍評すれば本岩は三門1μ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼしア
攣晶欝欝を勢，ピニ自及かブラシイール石からなる童青石後の胡弓（⊃解｝ノ1凧録物の聚

合罵からなる｛幻扶夏昌と，黒熱母，絹雲母，石英，線泥石とよりな⇒，他に少｝垂｝の電

氣イ1，ジルコン，燐灰イ1，拓溜f、，ヂタン鐵亙を1’ドふ。イ端は前蓮甥文他諺量イ1ホル

ンフエル＾かf腰馴嘉月1〔特に董館了斑肌劉1｛の綜泥イ1絹雲母化作1mを蒙った岩

石である！気に構造節理は前廉のオ竃ルンフエルスと全く同一であるが，破分鎖物の結晶

度は比狡的高く，叉些霊の黒雲月の量は多少鱈力飢て居る。而1てチタン鐵銀を取圃

んで形域せられた黒雲母は’管に弔二在L，損チタン鐵鑛は一部金紅石に憂化し，二分は

　水岩flはE岩酵の三三をなす

ものでめろ。本岩は暗赤紮色，

ノP甲や㌧二二7探÷∫1でめつて，

月1甲面は乾町歪の凱紋だ依って

鍛波駄を量1て1rl；ろ。本居は璃

竹製茄補迩をバ1，・匙青石の磯

夙憂晶の外，二野ホルンノTル

スイ：押を城づノIL質には主に黒雲

1り，特徴19，石英より祓り，虞

々にチタン鐡簑，門門青，ジル

コン，舶瘤百竹が残ゴ∫赦左1．て

居る9木器｛t前逃の粘1財÷と略

々同微な貿質であるが，史に上

山晶占度高く，葉暦面を示す臆と肌

物の秘三胎は冶失し，イ瑛及び

叱∠、月．から磧る縞で置換せられ

で居ろ。卵形の挙青石の功欺攣

｝lllは樫15粍f？度で，中心且1豚に

可成り多1｝iの不平物を含み，周

　　　　　　　　　　　多くは
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　　　電鳶鍵轡鐸歎

　　　　　　　弟4岡
ピニ石化ぜられた「航液ノ｝了・自早σコ」ボルンフエル

ス（Pm由z｛・d・王・・tteδe・ld・q正te　l｝】otlte｝・。r

llfe1s）　　（9　403）　〆（i5

塗化した岩冶は原碧∂構遺を飛し　￥声」イfの斑晶

及び政7面～の大硲分｛よ鳶、聾ζU化せられて屠る。倫

礎懸橋宍厚の微月の多くは1｝琿に牛賀して暦る。

に角結晶せる楚物よりなる。城分譲物は川宴母の回忌，石英の轟粒をキとし

量のマ胆、一陣部1，・房ゆ宥鮒汲ひシルコンの珪臨茅醇、駄燐灰イ1，チタン微鏡

讐をfi’ふ・端石に仏って，右脳買のものに一・般、で塊駄であ夢，蒲ム幻貰のものでは片

厭を呈する（弟5圖㌔　又鴫に：響岩が民石娼のもの潭あってけ，再三i㌧晶せる曹長石を

俘ふ。　　　　　　　　　　　　　　航海藷叢為》

　　　　弟5　i呂i

駅劉3石錐凹い・ンノエノLλ（B量。ωe

qualtz　homfd～ク（s・！43）dδ

　絹雲1ハエ’ム塊・飴趣ルノブエルス中

て牛勤こ儀豚質，月ノ区欝・ムの看しい岩台

を示す。

殆んど・全く黒雲旬に吸牧冶化せら

前たと：とを示すものも少くない。

脳レ際幾分と！購畠～ノダン分も

，二一て醇に吸牧・せ・られる如く⊂・あっ

て，趨鶴、な潤コ．幻か更に：寒雲塾D勾化

せ’）離合には多｝1「の幻；鼠・転換イfを

分灘て頬・㍉侮ヒ層1及び糸貿
中の維！淘のぞ娼冗多く1こ＝片理に

孕行ずる。

　本誌中に：は層ノ∫（i貧低イ1英語4）外

に：，難湧ミflイ1英級厚4（，紅繋石石英

で｝！」泳，石英／1！割（，硫化夕，レfl英微

ll・k，硫化i鋤き副｛，：’1鐘物微三等が含

まれて居るD

　i、う絹草謂黒望、嗣砂ミホルンフ

　　　エノレス

　木辱Dlご：前1也塑・1絞辛｝｝‘：ムニ担黒づ、母ホ

ルンフェルス中に7鰍潅み文して挾

γF1て居る。肉1炭的には前連のホ

ルンフ窯ルスと偏別1難v幡木端

は塊1｛ノ或は片臥を呈し，殆ど完全

　　　　　　　　　　　，や玉多

・
塾
～
．
夢
麹
翻
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團ケ
ン
（
ξ

千植毛（Ph回1iしの　（鼠405）×15．

帯にレンズ朕を域して地i沁東4ヒ

部に嚢駁する。ぎ÷石は灰色塊欺を

呈するが，多少共撰歌に黒熊「し易い

性質がある。本県は靖んど杢く再

結酷せる方無界よi）誇り，右うで

少量の口：ほ及びイ1英が俘はれてが｝

る。方循イ1は長径2）～（）．5粍，娃

樫。．5～o．2粍程度の覆；d㍉llζ．、形を

呈し，長軸は李行し，偏蒸の下に

一再糸llf晶せるもので」あるととを示し

て洋るQ

　vi沿憂輝隷堪．

　B岩1識無蕾叡こ1詮1する炎ノ磁諸

共・1生理燐は陪：難色及び赤紫．色の不

規期なメi紋を有し，赤柴色の都．分

は堆積懲懲のホルンフエル、と肉

限的には観緩し美lliい詞1鏡ダれば

て多イ1基質斑歌構i造エ．、聞経理を残存

し，原岩が輝緑玩耕質であること

　、う千　枚　碧

　腸Liは熱紋紬＿1緑黒雲母ホルン

フ・にルス中に純理を域1，地｛虚り

北東刊｝、て：獲達する。本培は黒色，

板台の剥離性を：呈する。碧質は微

細な石：藁，絹雲母，隷泥石，硫化

1，晒、，石墨様掬質から成る。石英

は時に租合して斑歌乃至微脈歌を

示すQ絹＝詔」：は岩イ＝「中に一一様に散

在するも，特d～2愚痴に片理面

に配列して岩石に剥理性を與吏て

いる。石塁様物質は岩石全艦に散

在する外に局部的に湛々にレンズ
　　　　　　　　ジ
歌に猷合して，所謂“Knot⑳seh轄
i

efer”に類する構造を曝へて居るg

　vi）日ム質石友岩

　本病は千枚岩と同様B岩暦N岩

第7圃
片歌質羊恢岩（Sci曲tose　cryst・lline　lime

sone）　（鼠406）×ユ5．

を推定せしめる。噌線色の？li…分の原有飯物はド起石二月閃石及び線泥石に泌化し，

他方赤紫色の部分では斯様な角閃石及び線泥石は更に黒響急母に攣化して騰る（第8圓）
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第8圏
黒雲酵｛ヒせ・る｝瞬｛線一孝マ　（B…otitized

d量めase）　（鼠40113）×20

黒雲赤化作用に依り封戸‘．二）載苦二1．＝鎌i物

は殆ど黒雲．際に蔓化してみる。：挙岩の

一部にほ硫化鑛浦汽卵豚が貫ぬいて講

るのが認められる。

斜長石はダムル石化するも，等々申性長石鴨り如くである。筒副成分漁労として少量

の石英，白チタン蹟及び餓飯謹を含有する。

　B岩居N箔心中の愛穽，三線岩は帯褐線色を呈し，や転片理を示す岩石で．ある・肉眠的

には黒雲母ホルンフエノレスと慨寒し難いが，翁多乙レ・共破而　於て光渥が強く，叉脂感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を賞とる。本岩は亨紅斑1帽薄浩淺オ

熱
簸
繕
難
聴
「
　
ン

κ）?
、
り
重
．
難
嚢
．
讐
、
、
藁
、

察
．
醗
、
鎗
識
　
膨
，
、
藻
欝
蒸

・
鴛
塗
轟
載
．
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　　　　　　第9臨
絹雲碓化及線泥石化ぜられた輝線器（9erieitlze（i

aud　chloritized　diabase）（＄．40玉A）×酵0。

輝緑岩の晒蝋苦土鑛物は殆ど全部深泥石，隷簾越

及び絹雲静等に鍵i化し，，鼠又；岩石はや片朕を呈す

るQ岩石の．一部に疏化鑛石英‘ilが認められる鱒

ブイテック石理を示し，聖餐泥石，

戸前イ．ら．絹し母，曹長イ．1，薬疹泰石，

接麦、．石及び石寒より成り，選鉱粒

及び蹴歌物を俘ふ。瓦書官は陽起

石質じこして，多く石基中に短村：欺

結品として産するも，時に爽斑歌

礎贔を成つととがあるQ幾玖晶と

して：必．窮にこ石に：．ダムル石イヒし，曹

豊、石，緬．ξ石，絹雲母等の集合龍

となってみるゆ旨．1基は殆んど再糸｝il

品せる声、閃石，曹長石，渤簾石，

線簾石，線泥眉及び鐵鑛等よりな

り，原構造は留1分的に失はれつつ

ある。而も局稲的に球｝；歌憂晶及び

墓質の織物も一・凡方向に離歌に醗

列ぜしめられる傾向がある（第9

綴参照、。本3～、｝は・…・部痩醒せる玩状

構：音オフチック審理より輝線跨岩

源であるととが推察される9
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　　　　　　　　　　　　　　b．母：居の攣化

　i）花簡口緑斑岩1で依る魚紋呈｝iテイ1黙二品粘＝｛友韻の攣化．

　A西暦中¢．黙紋催青〕f㌃1黒．．．母鮎板：岩を貫く花樹三線斑岩の措質は元三1岐三石墓門斑

1伏構造を隠し，斑晶は自形乃至4≧自形1侵超閃イ．1，配長石，斜i三石及び石英（多く融蝕

形）より成る。石墓は粒摺rf理を海≧し，窟閃石，長石及びイ1英の融’粒；集合髄より成

る。本四が織｛く岩を‘1｝しいた接謡ll据1捧｝岩石1｛ξに破回し，珪その巾は5糎程度である。

この部分より鈷詩癖．側｝（，は，茎ド」二石が外形を騰して全く翻雲母に憂化して居る以外に

は殆んど墾化がない・こ・昂1画」の花瀞凱」嬬側では絶閃了1六三石化が留

められる。叉何れ（り側に於てもl／関する伽♪岩石の小破ノ1幽を取り込んで居る。要す

るに器肱に依る直接¢．．渥化け破陣的な構浩王の踏化と，糺妻磁化及び緑泥石化の如き

褒化以外には著しV・直考へ　　化は認められない。

　ii）生物．泳に依る汽1：岩に選1ヒ

　灯水鉛鑛石莫豚1こ依る母岩｛｛二憂1ヒ侭勧．めて著しいが，他の品物脈に依るi攣化｛ま顯微

鏡的程度のもむであって，前：胃程弱しくはないが，肱IC依る母岩（！攣化の相互喘係を

知る」二には重要な現．衰である・

　輝水鉛鉱石1り‘厭に毒妾する母岩の蔀分は仙より一／薄暑色を呈して居るDこの憂化せる

部分の巾は薄緑滑（し性質こ關免し，立質のホルンフェルスは比較的珪質ならざるもの

歳り艇化帯の巾が挾いQ三孝生々輝水鉛凱石英舞オくの巾と攣海面の巾とは逆比例して居

る。即ち通常の縛水撃凱f鋭感霧くでは，この噌色憂1ヒ帯の巾1よ1～2極程であるものに

　　　　　　第　10　懸

黒生琢化せる黙紋ピニ頁ホルンフ・御しス（13iotlt

ize丘　』potted　pin量te　horllfe夏s）　　（S弓418）　　×鴛（｝．

岩石は黒雲癒化及び珪化ぜられて居るが，原作駿

構i逡を遷存ぜしめて居るQ

反し，石英の認め難い輝7k鉛鑛の

みの薄肱では，と：の攣化帯の巾が

屡々5糎ヒこ．及ぶことがある。

　斯様な肱画する憂虞帯の岩石

は次¢．如き性1質を示して居る，先

ず黙紋謡扇イ鋼三芸母ホルンフ濫

ルスから製化したビニ石黒雲母ホ

ルンフェルスの場合には，第10闘

に示す如く，鮮i紋：の尉」雲母。緑泥

石の聚合禮は急くイ1英黒雲母の聚

合1∫に攣化し，基質の：石＝憂は再結

晶して粒度を高大し，叉些質中の

雲母は殆んど黒纂母のみとなるP

若し母箔が珪質なる時は，即ち黒

雲母ホルン1フエルスなる時1’よ，二

様に黒雲母化作用が螢まれ，絹雲

母は全く清失すると共に，珪化作

用も比較的著しく螢まれて石英は

量と粒度とを壌大して居る。母岩
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　　　　　　　第11圖
　絹雲母化せる門占紋ビ読資ホ．，レンフエルス

（Ser｛c｛tize（』P・tt｛｝（1　pi・li「eh・mfels）（S，418）×2而

して居る。原岩の基質には多しく糸昌雲母の量が増し，

に接する附近ではその粒度ゐミ…一画大となる。これと共に石歩との：ILは減少する。又チタ

ン鐵鑛粒を取目む黒幽玄母集合lllはその：形を残iして絹ユこ母化し，捕時に針歌の金紅石を

析出して居ることがあるg

　母ザのホルンフェルスが珪質である慶長よ，石；英脈に接する泌分が珪化せられ，il泳の

…・狽ﾆなった≧とを示す場合がある。勘ち欺様な部ノ｝では，母岩の石；グ泣より大形で

あるが，脈の石英よ旗謡lli蟻であるイli英が，少＝llの焦コこ1．」：，柘榴石等と共生するゆ斯

様な部分では輝水郵、、が一般の顛向の女r民肱肌セこ接して産せす，肉眼的には，嗣d楓に

ゃN離れて存在する如き外藩を孜し罠駐る⊃然し顯1〈エ1的1τ：に、との肉lll↓的に地肌と1「1｛

水鉛鉱の聞の豚の！昌豫　如きdl分は元來．fな蓮した石；英脈に依って同化乃至石英化せら

れ友母岩の一一部であるごとは注目すべきことである。

　輝水鉛敷石；英ll君くは撫ノ｝的属鐵マンガン重石を伴って居り，又鐵マンガン日石は糸b芸

慨と共生することは前蓮したところであるが，斯様な白雲母酬う部分力蒙母岩に直接し

だり，或は母岩の一禰1を手巾寄した場合には，母3者は逃去母焦せられて居るに過ぎな

い。同様な隠化は碗化針絹1去母よりなる部分に於ても認められるQ

　輝水鉛鉱石英脈以タトくli）、．、物肱と母劉との接触、、llには絹雲母化作刃1のみ緊まれて居

るQ但し憂成作用姦し分泌石英塀～濁依ってけ黒駄母牝が1認められて居る概前描第2圖

及び第14圖参照）。

　鎚物肱として硫化’＿を絆ふ石英昧，硫化グを絆ふ燐飛石魔障滑石；英豚1第／2圖）電

氣石紅柱石豚（第131」）及び鯖化鉄一麦賦肇蹟物訂永（第1415Dがある。

が饗輝緑須・（陽起石・約こ泥石茅D

である錫合には，角．閃石及び線泥

石の1焦！：母化と斜長石し曹長石化

が誓まれて居るQ

　史にこの黒雲母「ヒせ・ら博した芝革

帯の外側に：は屡・々絹宏母化作用が

認グ）られるDとゼ憂《ヒは鮎紋ビニ

石黒ユ：母ホルンフェルスに著しV・

が，木岩以外し珪質ホルンフェル

スや案輝馬飛に射ては比較的著し

くないQ母培が黙紋ビニ孝．簿：暑、緑

ホルンフェルスである場合，第11

圖に示す如く，原岩のピユ石・プ

ラシオル石の聚合諮であった部分

は漁去母及び絹雲母の聚合｛挑と．な

る。而して赤褐色の黒去母は一暗ll

麺化して，帯線褐色を耐ぴ，又一

部は更に脱色せられ絹宴母に憂化

　且篤雲母化せられた郡分（上述）
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第　12｛愚1

一叩 ﾎ・一

電氣石燐次石硫化鑛石英豚に依る絹雲

曇の形成（S．427）×30

（Se⊃9icitizatiOII　bv　the　tQUmユa玉ine

aPatite　5uiPhide　（1uartz　vein）

ホルンフ縞ルスは電氣石目四四硫化鑛

石英豚に依って貫ぬかれた揚繭，豚中

にも倒影の附近の静若中にも絹雲縁が

互二成して居る。

第　13圖

紅柱石・絹雲罎石英豚にμ《る絹雲豚の

形成　（8・437）×20．

（Serlc｛tizati∩11　bv　the　alldalu雨も（l

seri（浪e　qnar勧ve｛n）

紅柱石は原fド｛青石の位置に形成する。

チダン鐵鑛の周忌の雲峨ま絹雲豚化せ

られる。豚に1告ふ部分1よ絹雲堤化せら

れ，或は線泥石線簾石謂雲瑳金紅石等

の集合体に塗化して居る。

第　14撮1

分泌石英臨くに依る黒雲塚＝の形成及びこ

れを切る硫化罎男嫌塩鑛馬弓に依る絹

二世線泥石の形成　（E｛・4盤9）×銘5

（君iotitiz三しも｛OII　bヌ　tiλe　segregat｛ve

〔罫lar｛篇　veill　alld　ser量citiza1｝iOn　alld

chlOritizatioll　by　t丘le　su玉phide

C＝Lrbonate　vein）
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耽等の脇磁って黒雲母，．角イ．1，角閃碍雌・謝弓・し取斯撫訂疑れ霞射・

にも鋭の縮母解叢れて．ゲる・車鍔亀氣宿．1回収乙兜氣郁二歯蒲英｝臆輝

・隠隠石医馳禰建・・認めら繊ものでらる歯こ剰1維｛痛測月、は他嚇早雪す

ると肱としての形態はや』明瞭でない伊然し不：lll江冷静ら昧の形態を取るものであって

ご嚇が菊∫石後のピー石・プラシオ・レ石を切る蔀窟こ限ってその魔に細鋒1が生

じで居る。又史に糠としては一…λ1不1サ1鮪になつ允弔分に珪線石が少lil認められる。

　以上ホルンフェルス及びその憂化の主役である雲鐘に就いて，夫々の屈折率（わ

を測定し表1…課，ホルンフエル神の黒雲弓懸冊証650であり，その撫雪叩化

した都・｝酬・雲母は♪註㈱である・他方総3・璽・協ンフエルろ藁化した葡》

及び鑛豚中の何れもがノ＝1・597～1．595¢湧ll〔を：示したD

Vi母岩の攣化と鑛床の盤成との蘭係

　　　　　　　　　　　　　a　素謡コ賀の形祓：と分解

　熟地1織では種々箔箕を妻執でする地糾が分布して∫碁るが，特にと：れ等の中でL泥：質牙1が

最も二樋的畷達して塙・而も二の筆禍糎原・イ瑞桶種々・Z瑞相を禾して居ると

とにオ岩に及．ほ・した攣貴作用｛｛種々：異るととに起因する如くである9

　泥質岩即ち粘板イ且｝が墜：醜して二ll：青石を含む黒雲母1霜（岩乃至ホルンフェルスに攣化

せる主な原因は，本堵が本地／・超）南方に廣域1τ：露概して居る花講岩質火．平ぎ｝の接’1燭憂

域領域内にあるごとよりして，熱で粋作、用に黙せられ得る。

　この熱登成作川とこれ、こf！L度の廣域受戊1乍用も加はつて，泥貨堆積岩の砕屑霧甕物は

1再紺織されたg軽し｝て本地じて於てに，璽青石，黙雲母，イ1英；等；は先づ再結蘇甚し，そ

の攣成度と鑛物種とに・依って，A，　B露岩屠が大別せられるごとは前述したところであ

る。然し函岩鞄墨斑｝l／こ餐晶である費三青イ．fの胚蛸℃依って示される如く，決して高級

な攣域耕で’はなく，寧ろ丁書癖の覧成岩にすぎない爲，A・B2岩舟の差は必ずしも蒙つ

友攣域度の差のみではなく，源器の性質にも恐らく支配されるととろ少くないものと

，思惟せら建．しるD．．

　B岩ノ．沖ψ塁青石承ノレンフエルスは鑛床附近1で於て，野口鼎納に塗減度が高まつ

亀て居るととけ三分政物の糾～晶／近に依って明らかであるが，茎青イ．1は肉｝って後退1；1勺攣化

を示し，分解して所謂ピニイ．1・プラシオルイ1化せられて屠る、

　璽靖イ．1のみに就v・てのピニ石・プラシォル石イヒは比1鋤容易に起り得るものであり

特に本地楽観の如斗掻i汐酔勿に富む胚晶で｛．よ一一一同憂化し易いものである。然し乍らi咋様

な後退斗掻化が未だ愛1ヒしない丈：戊岩よりも他の域分置物の’r曳實から｛多少魯贈進iノた

ことが明かな襲｝波岩中1て1産する原因け：何に依るも⇔一（至あろうかア

　灘紋尉瓢母型∫母・1・ルンフエルス，即ちビ級1・プラシオル石化せる難赦菓青イ、偲

雲母ホルンフェルスが一つの茅庸をなし，且その坑τ沖に鋳床を∬至即して居る。斯様

な；離離から．墓青石の分解が錘i床生成と萩園あることは疑い得なV・。即ち篁青石の分解

は鑛床生成に俘はれた熱水作用に乾すくものであると先づ第一に思惟せられる。然し
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乍ら鑛床自身・の直較の影響は斯操に：分解せ’られ疫ヤ．青石の上にも及んで居る（黒去偲：

化する．）ととがらして，　唱曜形域の以前に行わ彦tなければならない。勿論本鎌1床の…

つの特にとして1∵フ｝く∬∴1引潮．！川・llノこに依って示される衡．1く一で化堅陣般に熱水溶液が

作用したともせられ・’》が，『臥．斥それ自身の規模｛で比し，変化賓（黎落暦N箔帯）の規

模が大である。し．かし本地顧⇔イグllの如ぎ，｝この程度の規摸はガξして考察し難V・もので

はない。「L：又本町・1繧4には顯微鼠飛石夢ミ脈に比較的冨むものであることよりしても，恐

らく革青石の分解に：は卸」遷ミ形域の直接作用でホよないが，その前！；1舶勺作用門主としし（熱

水作！．｝1一に基因するものと見徹される。

　他方，鑛｝干右＝胚胎して居るととは却って斯様な時化が化學的作用のみではなく，寧

ろ物理的作用，即ち破旧作摺を：蒙った領域に起るとせられる。即ち花歯君質＝岩漿の：貫

入と共に地域全艘の温度條件が漸次高まり，料i板滑は董青石を生し，更に永ルンプ硯

ルス化せられた。然し，其の後本地偏：の一部1τ1や製著し込1力が作用し，里青石の胚

．晶は杢力歌態に安定なピニ石・プラシオル石へ愛化した。この歪力の原因は花畑岩質

端漿の貫入に求め得る。而してlll果としてその後に釘液が上昇し必V・一種の破陣帯或

は三線帯を形成したものであるとせられ得る。斯様な動力作用の影拳葦は本岩中の攣威

絹雲母が多く望都に李行し，身石は結八片肺構造9’呈すること及び本四帯中に片歌晶

質石弓岩，千枚岩，片朕黒雲母矛1英ホルンフェルスの如きゃX顕しい片運を示す岩石

が挾．在するととに依って明らかなところである9

b．　7黒雲母イヒ4乍溺

　黒雲母が風化せられると，フkと炭酸ガスとの共同作用に依り，多くの場合緑泥石或

は蛇絞石に翼化する。郎ち点2鷲からは緑泥石（或は蛇紋イリと共に褐鐵鑛，水馨

土石，炭酸加鼎等が生する。域：・積上では黒雲母力・ら馨土及びアルカリが除去せられ，

第一・鐵は大部分第二鉄に．憂じ，翻劃的にぜ吻，加筆等が減少し，石灰，苦土が重患加す

る。而して製：化疋際して，割判，域，アルカリ及び水が宣要な役割を演ずることが想
　　　　　　ぐわ
定的甲州反些少或は爾征二｛物夫・々の分析価の比較に依って明らかである。

　天然に於て斯様な憂化は半々目撃せられて居るが，．炭獣加里は可溶性である爲に責

際は｛化生成鉱吻と共存しない9同様な考察からlj：、謹上が絹づさ母に憂化する際には琴

弾の供給，マ1：圭の除去及び鼠化弟一・鐵の陽や去或は藤イヒが起る。若し風化に逆行する地

下作用が螢れたとせば，緑泥石からは利川し得べき加里の存在の下に，叉納雲母から

は必要1｝：の鐡及び苦土¢）IU存つ下に焦．！ミ想二が生じ得るQ本地匿の岩石中の黒雲母のヲ｛多

雪が絹」コま及び含泥石を消費して形辞して居つ，叉特にホルンフェルスに於て鐵分を

要した築實はチタン銭轡を」1文國んでのll、誤母の勢威に依って示される。更に比較的攣

域度の高いものと恩惟せられる部ウ｝では同様な降i係に．あるチ．タン鍼鑛の銭ラ｝は，殆ん

ど全くそれを取扇む黒雲・母のヲ吻戎：に際して吸制せられチタン録藏が金紅石に攣化して

居るのが規察せられる。
　　　　　　　　　　　　　　　ぐゴリ
　次に：、よ、云母の入工合虐實磁の結，果では，黒雲母は料：土，：玄武蘭質破鍋，或は黒「母・

の組成に相下する生野からン’る混合物に珪酸7加塑，時に必要に慮｛じて鐵，苦土，馨
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二｛咋の弗化物或は燐酸鱒の如き補助刻を加へ加熱して合域せられる。との一’．瞼に見二ζ，

如く黒；た母の生∫」．1にはハロゲンのたす役割がrR　：である。

　一・般のえ1岩に於て，エ、．調・は極めて割田－叛ダ　i物である。例へば1〔三選堆も｛岩が削

回憂域作用を蒙った際，誤雲母は研削石を：澹費して生じ，黒雲母粘才1ぐ岩，黒：三1球片岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの
等となる。その場合の地～τ呼野は緻泥石帯に綾く黒〔二i」母帯として知られて居る。而し

て鍵域度の進捗と共にl！誕1母の戯に死する苦土の比（｝、e（一）：き璽・ア（））は0．56より1．32へ

と移る。若し酸化第一孟窒と苦土ξの比量のみが光雄性に影窪あるとせば，屈折率γは
　　　　　　　　　　く　コいゼう
1．62よリユ．65へと移る。本♪也颪のホルンフェルス申の潭1．1講・はア＝・1．63であって，低

級の攣戊岩であることを示して居るQ：又同様の作用に｛垂くり1番二】引性乃至1声プ；奪性火成岩の録

苦土型物は黒雲母化し，黒雲母宛レ」石亀は黒罫fり：斜長：石片端・乃至ノ．1・難戦が上述の堆積

岩のち合に比較すれば・や工高度の攣威墨縄に断て生じ得るのである。

　熱鞍雄作用に．依って1書：黒雲母は最：低導｛）海域度に：於で最初に乙ヒする懲域鉱物であって：

：更に蓮塾して登域度の高まる艸裁劉源の攣樵路（ホノレンフエルス）に於て常に：存在し

その晶和ほ最初無定形のものよ参，漸ウ（鮮｝片欺と：なり，更に駆［歌：憂聖歌を丑㌧づ、るに｝豆

るQこの際焦芸母に：f療霧中の罪跡石，紬去母，鉱劃等を酒費して居る9遜封度の低い

粒．沖の黒雲剰の吾三愚なπ正賊は不明であるが，フエンヂヤイトの音域の絹隻⊇月・か，馨
　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　くロの
土に乏しV・塵泥石；「陶」のものとせられ，鐵・苦土の比はL54（7町漏1．〔，6）で上述のもの

に比較すると可彫り鎌脚に富むも¢）であるq同様な熱攣成作用｝∈ヅく成尉の角閃石，輝

石，揖灘覧イf辱からも．黙宏母が生する。

　以上の攣成作川に鞭てけ，黒薫ず」：の形域に1要する域分は原岩中に軽んど存在して居

るのである。勿論その様な憂し成作用であっても墾化に際して多少の物質の移動，域分

の供給或しま除去が行けれて晟るQ本地恨の憂剛気中黒慈母｛ま斯様な廣域的熱讐ノ．1作用

に依り形現せられ：た～ものであると認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　．

　若し牡質の出入が二行暴れる場合には，1尼ノ軟岩は岩漿性¢）アルカリ化作用或は長石化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニかまの作用と共に黒雲母が生じ，！読踏性ギ1から熱水作用に依ってチ：1：鴇栂；が生じ得る。更に前

蓮の作用で・は令く抄2：母が生じ得なかった石糖質石より黒雲母の生することはB薯粗e．
　　　　　　　　（D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s／
roft地方の角閃箔．やVぐ中黒帆1S火山の才1｝1獲岩中に認められてノ爵る。特に火膨岩の捕

獲岩の例ではr搾氣石の共存すぼ）ごとから黒し．母の生些1£は落氣とソ、ロゲンの共同作用

が考慮せられて屠るQこれと団時に黒ユ評亨・がf｝1性乃L包㍉量ξ1三深威岩の晩期lr界1出錠物であ

るに：も拘ら’ナ，同貢一火由培には3垂‘ろ僅少なナ奮碍を見せるごとは，蒸氣及び易蝿叩性鞍

懸の共存は勿論拠に秘化時の温度及びご蜷力の歌態に降れても考慮せ・られねばならな

ぬどとである。

　斯様に攣珪岩に激て極めて普遡的に認められる黒芸母昔作切ン餐，鑛肱に依る凝化と

して報告せられて居る／グ｝1は寧ろ少V・・この理llllこ轟岩の＿召ヨ」こ1ヒが稀であるとと』，

或は叉斯様な母漏¢ン襲三化には食余わ注目したかったところにある如くである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロむ
　例へば，印度My齢reのKoLlr（：恥1d避eldに於’ご珠i熱次性憲氣石馬金）皆ll；英撃て依

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリリ，旦閃石片器⇔角隊狩こ1の順法母：1ヒ，カナダRos戚Uidに於て洗鰹1水性含金銅石莫腺冗

働，欄寒鯛の姻轍び、艮石磯化調撫カリ・、加ア甑d。。ユ。1認努轄
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深熱水性電氣石釦イ．漠駄1こ依りモンゾユ岩のメ潤石及び長イ．1の攣化アイダホ伽nk一
　　　　　　　ラell　Hi11に於て中熱水施方鎗鉱．夏野或熱石英肱潭依リモンゾニ岩の尭閃石及び長石のi攣
　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨリ
化，アラスカJU膿しGold：Fie1（｛に於て床熱水性含4．石英肱に依る腎管慕閃緑岩の有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くロニめ
勢門物傷惚骨化及びガ撫化，アラスカ：翫gle　Rlverに於1ナる角閃岩の電氣石含

金町硫鐵鑛孤戯鑛石英耳轟℃依るプ「閃石のq実学母宮竹三が報吉せられて居るQとれ等の例
　　　　　　（2・霊。7・jg）

及びその弛の平等を麺帯すれば，愛化せる子堕物は角閃石であるごと及び攣化を及ぼ

した鑛豚は深熱水三1：｛1三乞氣石石英肱である黙が共通な要素で．ある。重石下床に方全て，母

蟻角閃石の黒宏母野はその例が少くない如くであり，麿者は既に本地幅：に近い月岳鑛

山に於て角閃岩の黒宏fj化，筆名な上東鑛出に於ける類似の攣化を認めて．盾閨C叉北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くがラ
上地方ρ下金灰∫「：石叢斥のず∫イ1・．，・！湿基性茅｝の聡警石の黒雲母化が報告せられて居る。

これ・等（｛）深熱水弱三∬石鑛床の例で」はこ菊石の代りに屡々螢石ジは燐沙く石の如き含ハ獄

ゲン幣物が共存して居る。

　以上の例で知る如く，角閃イ．1の黒雲母・＼の攣化は火域瑞の正規反群系にも相野し．，

供給せられる野掛け碧ヨニ，アルカリ及び水乃至弗素であり，除去せられる域分は主と

して石友であるΩ而してその聖慮が比較的肖潟歌態で行なは心したことは何れの鑛庫も

深熱水轍と思せられてた｝るととであるg且叉斯様な鑛床と開慨して生する男芸母の
　　　　　　　　　　モ　コリ
生成温度は500。～400。Cとせられて居る。

　本鑛床の輝水鉛多li秘1平野が母尉1て：庭接した部分は早霜母野f乍用と珪化作用とが螢ま

れて居る。との川蝉に際して先ず気化・、i艶）潟度の上昇が考慮せら薄しる。この計理的條

即くン攣化は上昇熱水溶液沿有覚す　る温度が粥石内の禦1縛導，提化帯中に浸入し掌った熱

水溶液から｛放出物及びご王化に依って騰る反慮熱等に墓くものである。更に母瀦の塗

イヒは憂イヒイ警中の離藍域1等分（り．しにも起り，珪霞費（｛）肩∫域：り二著し〆V・宣イヒ，｛、蓋｛少憩らを覧　苦土

の櫓大，酸化第：て滅｛厩：乏化鋭㌻…・鐵への碧元，磐上とψ㌧｝：のアルカリe減少が起つた。

とれ．．」し諸作摺は’馴化帯〕構∫懸絶伽嘆貿£と相五：の戴的龍係から直接思惟せられる

本地顕の母岩は｝亡三膏ぐ諏芸評く彫成に：必財よ草分を：イ∫するものであるから，上昇熱水溶

液ビこ由來する4ゲ㌻の愛下帯への供給はこら場合多少の叢’費添加で充分であり，他の減

分は殆んどその必要が認められないQ又図化イ翠黛に於ける阿分の再編威園丁は．L下熱

水溶液より放出され疫熱水し媒介に依って助長されたととは疑い得ない。勿論との場

合．｛＝昇平承溶液が枳等量の思及び二呂：土野にアルカリ及び馨土を：添加し得る能力を否定

する亀のでなくンたぼとの場肺野膚にその必・要が認められなか．つたに過ぎない。然し

黒調母の形戌に要する大1鎧の成鳶が集積され潅としても，それ丈で黒云母が生すべ嚢

ごとは規定されなv・。

上野の如く，上昇禦1水溶液め燈下に依つ℃’その接声部澹v・に織苦土，アノレカリの

周，1三と禁上の除去が熱水を媒介とし，栂：岩全腸及び接も登化野の湿度趣力帯件の上昇

に依って黒酒母が形干せられる爲1こ術考慮せらるべきととがあり得る。之は上昇熱水

溶液の濃度或は酸度の外に，との場合に下る特殊な平分の存在欺態である。鋼へば，

溶液乃至攣化帯中のハ・ゲンの歌態である。本塁に於て，銀肱それ自身中に鷺氣石は

存在しないが，とれと段因的に密接な閉係ある轡野中に電三石が存在する1こと（燈し
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含電氣石微豚の直接の作用と見傲されるのは絹雲母：化である），或は未愛化母岩中に存

在して居た原碑屑物としてく：）る蝉吟の愛内帯中1己於いて鴻失せるとと等に依って示さ

れる・’ロゲンの膿的影響である・それと共に，引例妨窯て幽ヒに馴し殆んど鱗，、源

の如く見えるが・他の重石鑛床の研究から得られつつあそ｛霊果を参照すれば，る〃（¢）

存在歌態も見のがし得ないところである。即ち本職に嘗て．L｝L．拡溶液と1守則を保つ

接燭誉化紅中に少量乍ら存在し得る石組が攣化作用に際む，てハ・ゲン或は熱水と作用

し・螢石或は燐久イ＝潅生すべき歌態となるか，或は可済性となってこの反鷹系外へ移

動す昂か，或は反悠系内に於て不活性となるか侮れかが考慮され得る。とれに鵬馴し

て鐵，苦土も水の存在の下に利起し得るアルカリ（‘持…1て」∫臼里）と結一合して黒雲母を生

する機會を得たととが思惟せられる。更に熔液及び憂細帯中に於ける石瓦の早態は炭

酸ガスに依って著しく左右せられるととも同時に考慮すべ奮である。

C。絹雲母イヒ4乍綱

　絹雲．母は黒子母と異ゆ一般に風化》解せられ難V・比較的安定な潜勢である。人工的

に醐勲．韓土蜥期旧離弗化鯉を翻せしめる副腎禰鵬れるls）或は黒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの三母を盤酸で分解して，糸｝L暴母様鉱物を得1て居る、他方山伝母の理論値に等しく磐i

土・盤・齢襯じ鰯ア・レ測堅剛を250．一細．1・熱鞭既合一．・て
居る。

　天然に於て，紬一’母（白伝母）ど珪頁火瑳オー汲びその分化恩讐に普通な鑛物であ

る・叉馨土質鑑糠鉛卿）分触轍って生じ四則帰；胡童砂泥質堆儲塘構ナ1冠，

斯様な治石が塗域作用を蒙ると翫に低度に嘗て1再結品1，．絹平母型射，千枚岩として黒

雲母帯よむ低い線泥イ．1帯に線泥昇：捌一岩と共存して居・る。勅芸母は火域岩，襲域差レ茅の

力哩馨土珪灘鑛物から卿」籔鰯翔に依鎮・ナイト及びブイ・ナ骨の如蝦退

攣域岩の最初の分解生三舞物であ．る。船岡が物質の出入と＝焦に起る下酒に亀絹雲母ξま

生じ易く，高瀬に於ける：加、脚長石化作用に輩」臆｛する熱水性の憂化であり，加里の添加

と水と多諌ガス瞬嗣作摺に働，アルカ曝土野庸飢弓勿よりは勿論獅：辻鋼勿か

らも生する。更に黒雲母からも墾化することは著者に依り上東重石鋤イ汲びその他に

於ても認められて居る。鉱詠に依る母岩の紬芸母化は享午遍的なものであって，、乙Gllod－

d・ck（・882）轍って黙せ脇て」辣多く・鰯究がある，鮒・伽19，，，，1！41ま。鱒

化を詳細に論じ，…般‘ε絹雲母化作用はrl！乃至淺熱水叢床の母イ、｝の攣化として標式的

であり，且その作用はアルカリ粗造鑛溶液に依るとされた。叉所謂鑛床のこ次富男帯

には絹雲母が乏しくなるととは，引腰母の生曝ア・レカリのづ綱脅・用を考察する」、に

一つの支持を傭えている。倫納工母イヒ作用は陶土罪作川へ移る中野の段階をも代表す

る。然し陶土化作用と共に加梁は却って除去されて行く9

　他方絹雲母の生成は電子石豚，：或は螢石豚の接閥部に認められるD斯俵な場合，人

工實験に於て示され支結；果を：考慮に入れると，絶雲母化作用にハロゲンの共1嗣乍用が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　む　

考慮せられ得るのであって，P睡e－S顧gerは絹‘一母型ぜる母岩を分析し弗素を定量し

．目．叉その結果から斯葎な絹雲母中に0。2％の弗素の存在覆算出し．潅、
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　熱水性紬1母化作用は翠猫にも行われるが，屡々グラィぜン化，珪化，緑泥石化又

は炭酸鷺化．寧の諸作用を労い，或は伴はれて居る。而して絹宏母型に伸ふ攣化及び餌

床の性質がら絹雲母化作用挑一調溶液カミ酋二野とせられる場合は母岩の加里は不攣であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ン
るか或は除去せられ，アルカリ性とせられる場合には加里が供給せられて居る。

　本門床に於・て，糺雲母は前述の如く霜氣石微耳永，硫化鑛微豚に滑い，又輝水鉛鍵鑛

肱にあってはその一説ilの重石或は硫化鮪が絹誤母も共存して居る部分に接し允母岩の

一部に夫．々生じて居る。何れの場合に於ても，駄中にも絹雲母が存看三するどとは注意

すべきである。本地癌の母岩は元來絹芸胃賀である故に，際物腺毛は守口を通過した

造肱溶液に依｝汰れに接し．海母岩の絹雲母化が行は才映が，この際腺の二男に於1ナる

物理的條件の．．ヒ昇に依って，想：増rl．1の慮分が冠なの附近に移動し，再結照したるもので

あるとせられ得るのであって，との栃で．評しV・物質の出入作用，特に加里，特等の添

加を考慮する必要はない。而して所謂絹雲糧に就V・ての干物學的な詳細な難迄調査せ

られてないが，釘れの紬．叢母も！1｝各々同一一明野（光『鈷的）であって，群々纐一條件の下

に形戒せられ疫ものである。術叉≧の場合欝耳永溶液の酸度を示す直接的誰糠を與える

ものも存在しなv・如くである。

d．造豚溶液の性書状

　本鑛床の輝水二三1達石英肱に直接しだ部分は黒㌘母化・せ『られて居るが，術その外側

　（・母封建．i側）が絹雲母：化せらだ．して居るととは前述したととろであった。並の憂化は輝水

二二石英耳永の生威並にその沙肱溶液の性歌に驕貸するが，との場合軸雲憬化と黒雲母

化：が同時に起つたか，或は絹爵二化が起り返にその．．しに重復して黒1コ織化が起つた

か。と4）憂化の厭序に2避｝参の場合が可翫σある。然し乍らこの墾虐二三の三物の種類

共生歌態及び偽デi’から，假に前駆的に絹雲月：化作駕．が行はれたとしても，その結果は

そのま琢弄存せす，現在の相互劉係からけ両攣化が同時に起つたものであるとせられ

得る樺子を不ずに置るであらう。

　本鑛床の如き火威量の貫入に依る平群麓∫．看領域内にある深漕生域の鑛床の母培は上

昇し來るi造肱溶液にi思して反慮し易い三態に置かれて居るQ下描キの性質から特に母岩

に比較的乏しい域｝である珪駿及び水は谷2、に」ア詐溶液から恕二岩中へ門門し得る。勿

論他の域分もこれを媒介としてfj：岩中に浸入し，叉母器中の域分はとれ季察と反附し，

移動レー瓢は．董罫溶液に依って除去せられるであらう。本甲に於ては斯様な作用に依

り，豚に接した附近より主として馨土が除去され，鐵，二三及びチタンは淺存して黒

雲母の皆野の原斜となり，同時に上昇溶液からの珪酸は一・磐石；英として晶出して硅化

作用をもたらしブヒ。他方黒雲母化帯から除去せられπ禁土（及びアルカリの一培のは

その外1賊こ國聴し絹雲濁：の形域に利用せられ，絹雲母化作用に依り不要になった汚ト7土

叙の如き野分は馨土及びアルカリと交換して黒髭、母野帯へ移耽せる如く見倣され得る

．のである。この場合上昇溶液の接鰻作用は主に国費及び水の添加に基いて起ξ直壁の

母野組賊の相互聞に凹まれた一種の選揮的分別滑翔を考；潤し．めた作用である。

　本例に曾て鑓豚に接し浸部分は黒雲母化せられ，その外側は絹雲母化せられて居る
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憾，翫∫も憐可故にその反寸のゴ易．侭起り乳’ゐ、かつ潅ゴひ～ち仁）うかア

　一般に珪化作川に1ざ1≧つて，最初目土娯暦擁し，苦土，石門及びアルカリが減1ノする

次で鐡及び碧i土が減少する傾向カミあるDこれけ肱二丁：して紬鷺母化が1起参魯るととを．

噌示して居るg比較的低；温に鞭て，珪1ヒ作摺はアルカリ性熟水溶液にゼ係し，三二の

除去は寧：ろ酸性熱水溶液の影語が認められる。然るに常態に絶て夕塁隻，苦土の強イヒ物乃

：至水可化物は鰭骨溶液に可溶性であり，野土は1え1す性を示して居る。叉撃上は比較的両

三に於て水溶液中（Z）可溶性珪龍と結’合し㌃i∫溶挫化合物を作ることがあるQ七って上昇

溶液がアルカリ性ヶすれば　糠に接し疫部分に於て，攣域歌態の下ξCある鋒」二の移動

カミ容易に起るととが了ヂ聾せら才しるのであるQ

　水溶液・嚇度は水素イオン濃度鞭って決められるが謝1水押掛如蝪含は溶1ゴ芝

中の野分の総計ヒこ依ってガミさるべきである○然し捻芸母が形成せられる菅野から，斯

様雄態の轍馬脚常難：於け礁賊そ触刷ノ鵬臆離断って棚の、如
き場合には上昇溶液鰍五奴叉はアルカリ度）は卿1三を示す虜｝例えば川・ゲンがア

ルカリ性を示す西分と比率：して，溶液からの臓物の晶出，或は緑野との反悠に於て，

より活動的にあったか否かを：意味するもめと思惟せられる。

　本例に於て・例え購凹石班雄纏調北を俘ふも，直撫雲酬ヒせるぎ・粉の掌中に

存在しなレ㌔これは…・見前蓮；した多くの例と矛盾す惹、然し己菅野がその弓勢に共イf

するか否か丈で弗素の作用・呪漁は決定されなV・。王l11ち元來財商刻・i瞬確せる弗

素，戎は母岩申に溺｛碑屑物として幾隠して居る電氣石の．L昇溶液に｛回る治化に依って

溶液中に加入した弗素に依って，黒雲母化作用が助長せられ，他方陣中に電i氣肩とし

て固定せ’らることに依って同一溶1ぎ乏は最早斯様な作月1をなし得なかったものであると

忽†診せられ手竪慰♪o

　肱壁より母岩の方晦に遠ざかるに從ひ，溢度の降下があか，そのより高い貿冷に於

て・鱗＝1｛国力咽定され，よ難い部分に於て禁土樋1．こせられ鳥この平定は黒雲：

母化：が殆んど深々．次｝斥に隈られ，且叉絹雲周二化は中乃至淺禦1ガ＼鑛床の‘詩ア覧とせられ．

る事實に反しない。然し本例に於ては憂羽帯の規摸が斯；濠な差を生する程大でなV・が

勿論黒雲月：化が絹雲母化よりもより高書度を要することは否定出來ない．

　火噛撞の貫入を家つた岩石1欲漸次温度條牲が高まるが・一つの恥！熱を通り再び降

’下する。煩しは無終及び絹雲胃：《）形式が僅の7趾度r∵iに依って匿別され得るならば，本：

例（ひ場合は母端の温寵（Z）推移の最：高型ドf寸近に於で起つかものとせられる。均｝ち示雲押

領作用は最：高温度に方人て濁れ，絹雲母化作用はそれに前後するや工低溜に於て起つた

ものとせられる。

　母岩の理化は直接した1永の成分に依るものではなく，母岩中を通過したiプ1溶液と

の作用に依るものである。溶液と母器との闇に挙衡が保プヒれXば域分・の差異は漸次減

少し，解る場合には鮮碧の域づ｝が極めて類似すると云うことが可能である。即ち例へ

ば・絹雲母醐仲にもジ豚剛妾する母岩にも存在するとごろの舗永（蟻騰部分，或は

錘飛脚の一部で重石或は観化鎮が絹雲母を俘ダき．部分は母岩中にも絹雲母が形成せられ

て居るとと，或は鉱豚の一三が著しV・母岩の珪化作用を分って居るとと等；が斯様な考
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察に依って解決せられ…得る。

　又造肱二物の共生繭係購菱嫡ンガン重鳳七二鑛一輝水釘｝鑛，黄鐵鑛一黄銅鑛の晶

出二二を示し，絹雲酬ヒは最初と最籠麦む造肱三物組合せに作ぴ，黒雲母化が中間の時

期の組合せに稼はれて）、るととは母岩全艦の温度の攣化と旧居と三二の三三の攣化，

及び爾者聞の2ド衡状態の打駐移との間に一定の關係があるものとせられ得る。

V　糖

　本地域は佛國寺統の花野器質箔漿の鴬入に依り全域的にその熱作用を蒙り，群原系

の堆積岩には造進附帯厩作∫肋§畳まれた。その結果泥賃岩は黒雲母粘板岩或は黒雲緑

ホルンフェルスへと舎営し光，即戦黒雲母は原碑屑物質である緑泥石，絹雲母，鐵鑛

及び塵歌物を潰費して，基質部に或は分泌石英微”永の生州に俘って生じたgとの攣成

黒雲母はそ．の色調及び屑折率よりして野分に富む種類のものである。殉とれ等の獣帯

岩は菓青石の胚晶を：含むごとが翠微の一．一つである。

　更にごれ等の墜威岩は箔脈（Z）貫入を受け疫が，その三隅作用は接黒部の極めて小規

模な破梓作！1」に過ぎなv・。

　滋入端漿の凝固に俘ひ残漿の蒸氣塵は上昇し，その影響は母岩に裂纏を生ぜしめ

た。この作用及びこれに作ふ作用は地ラll揃に攣域岩の攣襟度齢≒1め，黒雲母ホルンフ

ェルスの再結晶度は著しくなり，或は片歌晶質石灰器及び千枚培の如き片歌岩も本地

帯中に形域した，然し菓青石は却って分解してピニ石一プラシオル石に攣化した。こ

の鴻化は軍に機械的作用のみならす，化學的作用の影響をも蒙って居る。この平平的

作用は熱水作用に基くものであって，鑓nミ形域の前駆的影響と見倣されるっ從って鑛

床はピニ石化せられた地帯に賦イ罫することが期待される。

　次で懸坤輿水溶液がこの破陣帯中に侵入した。熱水溶液は源度，魔力及びそれ等の

時聞的歯型と緑尉との反慮をこ慮じて性質を鹸化しつり，鐵マンガン重石輝水鉛鑛子1蝉

声とそれに作ふ数種の愚物肱を形耀した。

　主として鉱煙に於ける造1泳笠蜜物の共生關係から，主要零物の杢髄的生悟順序は石英

鐵マンガン重石，丁寧蟄鉱輝次鉛鑛，絹雲母，炭酸顯鑛物，黄釘ll鑛及び緑泥石の順序

が認められる。然し乍ら鑛化旧弊には4っの大きな順序があり，且叉夫々に就いての

鑛物の生成順序がある。即ち，（1）　￥．1英⑭鐵マンガン重石の絹雲母・黄鐵鑛㊥黄銅

鑛・燐荻石　（2つ　石英・黄稗蒔・輝水鉛鑛　（3）　石英・黄早撃・黄銅鑛・輝早事

鑛・絹雲母・炭酸聴鑛物　（4）石英・黄銅鑛・黄鐵鑛・炭酸鞭鑛物・緑泥石　の組

合せ及び順序である。而して各組合せと母塔の墜化との間に略々一定の關係カミ認めら

れる。即ち（1）絹雲母化作1・B（2）黒雲母化作用＋糸樗雲緑化作用（3〕絹雲

母化作用　（4）炭酸盤野作用十緑泥石化作用．・但し（ユ），（2）及び（3）には珪化作

用を伴ふ。

　鑛豚に三巴ある種々の鑛物豚中には二二石，燐友石，柘榴石，紅柱石　瑳線石弓の

如き高温性鑛物の生域が認められる、且又それ等の二物一就中紅柱石及び瑳線石一の



一26一 石　　矯　　疋　　夫

肱中に於ける分布歌態は局部的に異質である母岩の戚分と一定の關係を保って生域し

て居る1奮歌，叉は輝水鉛鑛石英細肱では石；英が≦｝く織岩中に吸牧せられ，輝水鉛鑛は

恰も凝し淺されたかの如く裂露点に貼布せる産li／こ等に依って，鑛床は高温に於て形成

せられた深熱水鑛床であり，且叉造豚i熱水溶液と母岩との反鷹｛が良好に行1まれた。

　母岩の攣縮は裂糠を一．i：；諒する熱水溶液に依って’起る。この場合温度の上昇と熱水溶

液からの珪駿及び水を媒介として接燭心中㊧成分が再編域せられる。例へば輝水鉛鑛

話芸肱の接燭部では甥偲接して黒雲母化が，豚より離れて絹雲母化が起つた。斯様な

攣化は上昇勲水溶液より初め鐵及び苦土，更にアルカリ及び馨土等が供給せられて起

の得るが，この場合．は寧ろ磁化話中の漂存域分の選鐸i分別ず乍用に基くも（0であって，

その作用の原因は種々考察ぜられるが，原因の一つとして温度條件に相關聯して憂化

帯中のハロゲン或は炭酸ガスの活動性に關係あるものである。而して斯様な成分は本

例では元來母岩中にも存在するが，大郡分は上昇熱水溶液からの放出物でもある。然

し乍ら斯様な域分がi熱zk溶液中に存在することに依って直にその溶液の酸性度を決定

する理由にはならなV・Ω

　叉一一一方上昇熱水溶液く｛）温渡降下と建肱軽物の晶出ヒこ依夢，溶液は流動性を漸i次失

ふ。これと共に溶液と雫衡を保つ母器の溶液との接欄腎叡．ま漸次その域分フう玄蓬葦葺溶液の

性質に近似して行く。從って奉衡欺態の良好に保持せられた部分には豚中にも，母岩

申にも同一鑛物が生じ易くなる○斯隊な歌題はぞ｝遡永に於てより著しい、例へば電氣石

弓の他の鑛物羽指に於．ては肱中にも，萄：岩中にも絹雲母が生じ，演酸野饗物及び緑泥

石を含む硫化鑛微肱の接鵬部には淡酸糎化乃至線泥石牝が認められて居る。

　鉱肱及びそれに俘ふ撒種の銀1牧｝1永つ造臆鑛物の共生歌態，それらの生成順序，欝憤

作用の順序等と母培｛ケ攣国歌態とから，本鑛床の形域は母業ま全欝としての濃譲：帯化の

最：堅物附近に於て行なはれたものであることか愚惟せられる。即ち鉱肱に於て第一に

鐵マンガン垂石が晶出し，それよりや箋高い歌材で∫難戴鑛一輝水鉛鑛が，黒雲母化を：

伴v・，次でや」低v・歌態で黄鐵鑓一黄銅鐸が，絹雲馴化を伴v・、最後に硫化鍍一軒中

鷺鑛物が，絹雲flj：化乃至線泥石化を俘ふて晶出した。
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Wagt'ramise IN4oXybdeftite g]}eposit o'f the Santoku

         twEine,･ Chkseihok"d6, Koye&
                          tt         '                              '                     By

              Masao Ishibashi

                            Resum6

     The Santoku mine is about 20 ldlometers $outh of the eity o£
 Chftsha, and immedia'tely south oi"'Sui'ampo hot spring.

, The roek of the miiie area eonslsts o£ slate, liraestone, phyllite

 and metadiabase o£ the Sh6gen system (pye-CambyiaR). These older
 rocks are intruded by the Bukk61<uji granitie intrusives and dikes

 of late Mesozoie age which are exposed over the majoy areas south

 o£ the district. 'i'
      '     There are three main deposits of almost the same nature, eaeh

 of whieh consists o£ two minealole yeins parallel to eaeh o#her; many
 papery-thin veins rich in molybdenite yuit parallel to them. Judging

 £rom the oeeuyrenee, shape, texture, pai'agenesls and wall rock
 alteration, all veins are simple hypothermal wol£ramite molybdenite
 quarCz veins whieh fi11ed fractures in the slate in a sheared zone.
 Especially it is notieed that there are some close relations of mineral
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  eomposition between wall roek and veinj amongst whieh the inode

 of oeeurvenee aiid a}teration of the itaseent erystals o£ eordierite are
  the inos't eharaeteristie.

     The older rocks in the eontact auyeoles of the graiaitie in-truslves

  have been subjeeted to thermal metamorphism, and in this mining
  area ttliau spotted eordierite biotite slaee and homifels were formed,

  The increase o£ vapour pz'essure in t'he residual sol'tttion o£ conso}ictae-
  ing grani`tie intrusives may have caus'ed t"fte shear fraeeures at some

  parts of suryounding yoeks, The cordierite biotite roeks and a]lied

  roel<s in this sheared zone had been xeeonstrueted and reerystall'ized

  again and produced moz'e erystalline and sehistose roeks. But the
  porphyrobiasts of eordierite have beeome unstable and have altered

  to pinite, Tkese mgneralogieal ehanges 2n the eountry roeks seem to

  'be not onl.y by mechanieal but also by.chemieal ac"cion, and Shat
. would be a precsding infiuence of tiite･･･aseending ore solutioit. The

  ore deposi'cs thexefore may be expected only in the pinitized zene,

     The ore solution ascended inLuo ehese sheayed zoi.kes and £orrned
  the wolfyamiee molybdenite quarez veins wi'th a small num'ber of

  sulfide and carbonate miii.erals, and at the same time £ormed quartz
  veiniets with tourmaline, andalusite, apaCite or eommon su}fides,

     [Erhe general sequenee ef vein mineral deposition seems apparently

  to be: (1) quatz, (2) wol£ramite, (3) pyrite, (4) molybdenite, (5)
  ser'i¢Yt'e, (6) car'bonate mi,neral and chalcopyrite, (7) chlorke.

     But tihe paragenetie relaeions and mineral assemblages ainoug
  the vein mkzeyals may be eonSidered in fouv stages of mineralization

  and deposltion, Each stage has a definite mineral sequence and it
  also relates with the alteration of wall rock xespectively.

     The sequence of mineralization is as follows :

     (1) : quartz, wolfrainite, seTieite, pyrite, ehaleopyrite, apatite.

     (2): quartz, pyrite, molybdenite. ,
     (3): quartz,pyrite,ehalcopyrite,bismuthinite,sericite,carbonate,

     (4): quartz, chaleopyrite, pyyite, earbonate, chlorite.

     The alterations o£ wall roel<s are biotitization, serieitizatioia
  siliei'fieation, and ehloratization. Among these alterations the -blotiti-

  zation is the most eh,araeteristic one. The altered band e£ biotite
  which is formed along the vein has the sericite rim elose to the
  unalteyed wall rock, Although the bioe{tization has been aeeompanied

  with some silieifieation, there are no eonspieuous evidenees to indieate

 that any intense addition or subtraction of materials between the

  wall rock and oie soiution has oecurred. It would be ehiefly a
 rearrangement of the original constituents iii the walJ Toek resuleing
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from the eatalyseie actions of some volatile components-mainly water,

halogenes, or earbondioxide--which might be eruanated from the ore

solution passing through the fissures, , .
    k woulC{ be possible to eonsideir that the mineTalization took

plaee aboxtt at a iinaximikm poin't of the time-temperatii]re cuTve o£
eondition whieh is eaused by the progressive eooling of an int･rusive

mass and it-s eentaet yock. That is to say, the fierst stage os" mine-

ralizatioR and deposition LFrom wol£ramite to apatite, with the
seTieikv]zation and silieraeaicion of wall roek began under the rising

thevmal coitdirion, gtt was followed by the seeond stage of pyrite--
mo}ybdenite deposi'ijion with the bioti'Lizatioix, siiicifieation, afid seri-

eitization almost at the maximum point. Thexa it was succeeded by

the third stage o£ pyrit'e 'to earbonate depositioza with serieitizatiolt
and somewha"i of silicificaeioi} undei' decxeasing temperature eondi-

tion, The who}e sequenee was eiosed by the £ollowing £ourth seage
of minerallzat'ion with sericitization aiid chloritization,


